
処方医

調剤日

保険薬局名

担当薬剤師

聞き取り日：　　　月　　　日

Grade 0 1 3 4 発現時期

悪心 なし 吐き気はあったが食事摂取量は変わらず 吐き気で食事が摂れない ―

嘔吐 なし 治療を要さない TPN/入院を要する 生命を脅かす

便秘 なし 緩下剤, 浣腸を不定期使用 摘便を要する頑固な便秘 生命を脅かす

手足症候群 なし
疼痛を伴わない軽微な皮膚の変化

(例：紅斑, 浮腫)

　　疼痛を伴う高度な皮膚の変化

(例：角層剥離, 水疱, 出血, 亀裂)
―

口腔粘膜炎 なし 軽度の痛みで食事摂取量は変わらず 痛みが強く食事が摂れない 生命を脅かす

倦怠感 なし だるさがある, または元気がない
身の回りの日常生活動作を制限する

だるさがある
―

発熱 なし 38-39℃ ＞40℃ ―

脱毛 なし
遠くからでは分からない

かつら必要としない
― ―

心不全 なし 症状はないが検査値や画像で異常がある 安静時, わずかな労作で症状がある

鼻出血 なし 治療を要さない(軽度な症状) 輸血を要する, 侵襲的治療を要する ―

収縮期血圧120-139または 収縮期血圧160以上または

拡張期血圧80-89 拡張期血圧100以上

処方発行日 　　　年　　      　月　　  　　日 　　　年　　      　月　　  　　日

ドキソルビシン塩酸塩リポソーム(PLD)＋ベバシズマブ (B-mab) 療法

FAX送信先　東邦大学医療センター大森病院　薬剤部　宛

（薬剤部直通　FAX番号03-5763-6571）

東邦大学医療センター大森病院　トレーシングレポート 

　　　　　　科　　　　　　  　先生 報告日：  　　   　  年　　 　   月　　   　  日

患者ID

患者氏名

痛みを認め食事に工夫を要する

生年月日 TEL（　　　   -   　　 　    - 　  　　    ）  FAX（　　    -　      　　  - 　　  　    ）

聞き取り方：□来局時　□電話　□その他（　　　　　　　　　　）

アドヒアランス：□ 良好　□ 不良（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

副作用モニタリング（有害事象共通用語基準v5.0）

2

吐き気で食事量が減った

外来での静脈内輸液を要する

緩下剤, 浣腸を定期使用

　　　疼痛を伴う皮膚の変化　　　   

(例：角層剥離, 水疱, 出血, 亀裂)

身の回り以外の日常生活動作を制限

するだるさがある

＞39-40℃

他人にも容易に明らかな脱毛

かつらが必要

中等度の活動や労作で症状がある

収縮期血圧140-159または

副作用に関する具体的な内容や指示した対応法

次回外来時に処方提案したい内容

内科的治療を要する(中等度な症状)

高血圧 なし 生命を脅かす
拡張期血圧90-99


